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☆
決
算
の
内
容

一 般 会 計 決 算 状 況
歳  入

日置市の台所事情
お知らせします
～皆さんの税金はこのように使われています～

平
成
22
年
度

決
算
公
表

日置市の財政のこと
知ってみませんか？

平成22年度決算額 構成比
市税 42億970万円 16.9%
繰越金 4億7,756万2千円 1.9%
使用料・手数料 4億1,865万8千円 1.7%
分担金・負担金 2億8,235万7千円 1.1%
繰入金 1億8,918万3千円 0.8%
諸収入等 4億2,044万4千円 1.7%
地方交付税 98億2,903万9千円 39.5%
国庫支出金 37億7,150万3千円 15.2%
市債 26億6,020万円 10.7%
県支出金 16億9,286万6千円 6.8%
その他 9億2,434万円 3.7%
合計 248億7,585万2千円 100%

予算用語解説
☆自主財源………市が自主的に収入したお金
市税………………市に納められる税金（市民税など）
繰越金……………前年度から繰り越されるお金
使用料・手数料…�市の施設の利用や各種手続きにかか

るお金
分担金・負担金…�公共事業から利益をもらう人が納め

るお金
繰入金……………会計間で現金移動を行うお金
諸収入等…………上記に含まれないお金
☆依存財源………�国や県から定められた額を交付され

たり、割り当てられたお金
地方交付税………�地方公共団体が等しく事務をできる

ように、国税から交付されるお金
国庫支出金………国からの補助金や負担金などのお金
市債………………�建設事業などの資金調達のために国

や銀行から借りるお金
県支出金…………県からの補助金や負担金などのお金
その他……………地方消費税交付金や地方譲与税など
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一 般 会 計 決 算 状 況
平成22年度

歳  出

万円

平成22年度決算額 構成比
民生費 58億5,805万円 24.7%
公債費 38億3,507万4千円 16.1%
総務費 36億7,452万1千円 15.5%
衛生費 30億255万円 12.6%
土木費 25億3,753万1千円 10.7%
教育費 24億9,240万4千円 10.5%
農林水産業費 10億1,439万7千円 4.3%
消防費ほか 13億4,340万3千円 5.6%
合計 237億5,793万円 100%

予算用語解説

予算用語解説

民生費…………�高齢者福祉、障がい福祉、医療や保育費な
どに使われるお金（子ども手当支給事業など）

公債費…………�市の借りた借入金の返済に使われるお金
総務費…………�地域づくりや交通政策などに使われるお金
　　　　　　　（地域情報化推進事業など）
衛生費…………�ごみ処理や保健衛生に使われるお金
　　　　　　　（乳幼児医療費助成事業など）
土木費…………�土地区画整理や道路、公営住宅の整備・管

理に使われるお金（公営住宅建設事業など）
教育費…………�学校施設の管理や学校教育生涯学習などに

使われるお金
　　　　　　　（日置南学校給食センター建設事業など）
農林水産業費…�農業、林業、水産業や農道整備などに使わ

れるお金
　　　　　　　（中山間地域直接支払整備事業など）
消防費ほか……�消防設備の整備や観光振興などに使われる

お金（イベント補助事業など）

経常収支比率……�財政構造の弾力性を判断する指標で、75％程
度が妥当と考えられ、80％を超えると弾力性
を失いつつあると考えられます。

実質公債費比率…�地方公共団体の財政状況を示します。収入に対
する借金の返済額の比率で表されます。実質公
債費率が１8％を超える団体は、地方債を発行
するときに国の許可が必要となり、25％を超
える団体は単独事業の起債が制限されます。

財政力指数………�地方公共団体の財政力を示す指数で、地方交付
税法の規定により算定した収入額を、基準財政
需要額で除して得た数値の過去３年間の平均
値。一般的に「1」に近いほど財源に余裕があり、
「1」を超えると財政が豊かといえます。

　12 月議会定例会において、市の平成 22 年度決算が認定されま

したので、地方自治法第 233 条 6 項の規定に基づき決算状況を公

表します。

　市民の皆さまに納めていただいた税金や、国・県からの補助金

などの歳入は、「地理的特性と歴史や自然との調和を生かしたふれ

あいあふれる健やかな都市づくり」を目指して、生活をよりよく

するためにさまざまな形で使われています。

■財政指数等
区　　分 平成22年度 平成21年度

財政力指数 0.38� 0.39�
経常収支比率 85.8% 91.1%
実質公債費比率（３年平均） 13.1% 14.4%
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予算用語解説

☆�人件費…職員の給料や議員の保
険料などに使われるお金
☆�扶助費…子ども手当や生活保護
などに使われるお金
☆�普通建設事業費…道路や学校な
どの建設事業に使われるお金
☆�物件費…備品や消耗品の購入、
臨時職員の給料などに使われる
お金
☆�維持補修費…道路や公共設備の
補修に使われるお金
☆�積立金…市の貯金として積み立
てをするお金
☆�繰出金…会計間で現金移動を行
うお金

■歳出の性質別状況

区　　分
平成22年度 平成21年度 比較決算額 構成比 決算額
（A） （B） （A）－（B）

義 務 的 経 費 121億9,012万7千円 51.3％ 115億5,988万9千円 6億3,023万8千円
人件費 39億8,454万7千円 16.8％ 41億405万7千円 △1億1,951万円
扶助費 43億7,050万6千円 18.4％ 35億1,241万2千円 8億5,809万4千円
公債費 38億3,507万4千円 16.1％ 39億4,342万円 △1億834万6千円

投 資 的 経 費 40億5,189万7千円 17.1％ 40億3,789万2千円 1,400万5千円
普通建設事業費 38億7,994万2千円 16.4％ 40億2,095万2千円 △1億4,101万円
災害復旧事業費 1億7,195万5千円 0.7％ 1,694万円 1億5,501万5千円
その他の経費 75億1,590万6千円 31.6％ 79億2,999万5千円 △4億1,408万9千円

物件費 25億2,886万2千円 10.6％ 26億224万5千円 △7,338万3千円
維持補修費 1億941万4千円 0.5％ 1億181万9千円 759万5千円
補助費等 12億9,167万1千円 5.4％ 20億7,757万7千円 △7億8,590万6千円
積立金 11億5,878万円 4.9％ 7億9,080万円 3億6,798万円

投資及び出資金 5万円 0％ 4,901万2千円 △4,896万2千円
繰出金 24億2,712万9千円 10.2％ 23億854万2千円 1億1,858万7千円

歳 出 合 計 237億5,793万円 100％ 235億2,777万6千円 2億3,015万4千円

■平成22年度特別会計決算状況

会���������計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
国民健康保険特別会計 64億5,160万3千円 62億1,464万円 2億3,696万3千円
老人保健医療特別会計 140万円 140万円 0円
特別養護老人ホーム事業特別会計 3億5,198万9千円 3億3,680万1千円 1,518万8千円
公共下水道事業特別会計 5億8,763万6千円 5億8,275万4千円 488万2千円
農業集落排水事業特別会計 3,576万7千円 3,384万4千円 192万3千円
国民宿舎事業特別会計 2億1,699万8千円 2億1,617万9千円 81万9千円
国民保養センター及び
老人休養ホーム事業特別会計

357万円 357万円 0円

温泉給湯事業特別会計 676万7千円 463万5千円 213万2千円
公衆浴場事業特別会計 344万9千円 247万1千円 97万8千円
飲料水供給施設特別会計 53万3千円 42万5千円 10万8千円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 411万8千円 408万6千円 3万2千円
介護保険特別会計 47億3,540万7千円 46億6,930万6千円 6,610万1千円
後期高齢者医療特別会計 5億7,362万2千円 5億7,267万円 95万2千円
診療所特別会計 2億8,129万3千円 2億5,065万4千円 3,063万9千円

■平成22年度公営企業会計決算状況

会���������計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

水道事業会計
収益的収支 7億9,309万7千円 7億513万7千円 8,796万円

資本的収支 3億4,656万6千円 7億2,150万5千円 △3億7,493万9千円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額　3億 7,493 万 9千円は、消費税および地方消費税資本的収支
調整額 2,000 万円、過年度分損益勘定留保資金 3億 5,493 万 9千円で補てんしました。
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　平成 22年度決算に基づいて算定された日置市の健全化判断比率および資金不足比率は、前年度と比較し
て実質公債費比率が 1.3％改善、将来負担比率については 11.3％改善しています。いずれも国の定める基
準を超える数値はなく、財政状況は健全な状態にあるといえますが、財政状況が厳しいことには変わりなく、
今後も、より一層の健全な財政運営に努める必要があります。

平成22年度決算に基づく財政健全化判断比率および
資金不足比率の公表

　平成 18年 6月に「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」が成立し、同法
を踏まえ、地方公共団体の資産・債務負担改革の一環として、総務省事務次官通知「地方公共団体における
行政改革の更なる推進のための指針」のなかで財務諸表を整備することが求められています。これに基づき、
本市の財政状況を市民により分かりやすく提供するため、減価償却費などの企業会計的な手法を取り入れた
財務諸表 4表 (貸借対照表 (=バランスシート )、行政コスト計算書、資金収支計算書・純資産変動計算書 )
として、総務省方式改訂モデルにて平成 22年度普通会計財務諸表を作成しましたのでお知らせします。（次
頁参照）

平成22年度決算　日置市の普通会計財務諸表を作成しました

【健全化判断比率】 （単位：％）

項目 平成
22 年度

平成
21 年度

早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字
比率 － － 12.76

(12.81) 20.0

連結実質
赤字比率 － － 17.76

(17.81) 35.0

実質公債
費比率 13.1 14.4 25.0 35.0

将来負担
比率 61.0 72.3 350.0 －

【資金不足比率】

特別会計の名称 資金不足
比率

経営健全化
基準

公共下水道事業特別会計

資金不足
はない。 20.0%

農業集落排水事業特別会計

国民宿舎事業特別会計

国民保養センター及び老人
休養ホーム事業特別会計

温泉給湯事業特別会計

公衆浴場事業特別会計

水道事業会計

注 1　（　)内は平成 21年度の数値　　　注 2　赤字が生じない場合は「－」で表示

実 質 赤 字 比 率：一般会計などの赤字の程度を指標化したもので財政運営の深刻度を示す比率
連結実質赤字比率：すべての会計の赤字や黒字を合算し、指標化したもので財政運営の深刻度を示す比率
実質公債費比率：�公債費（借入金の返済額）および、これに準ずる額の大きさを指標化したもので資金繰りの危

険度を示す比率
将 来 負 担 比 率：市が抱える借入金等の残高から将来の財政への圧迫度を示す比率
資 金 不 足 比 率：資金不足（赤字）を指標化したもので公営企業の経営状況の深刻度を示す比率

用語解説

作成基準日　　　　�作成基準日は平成 23年 3月 31日として、出納整理期間 (平成 23年 4月 1日～ 5月
31日 ) における出納は基準日までに終了したものとして算入します。

1年基準の採用　　�1 年基準とは、貸借対照表の表示上、流動・固定を分類するにあたり、貸借対照表の基
準日の翌日から 1年以内に入金または支払の期限が到来するものを流動資産または流動
負債とし、それ以外のものを固定資産または固定負債とする分類基準です。
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　行政コスト計算書 (民間では損益計算書 )とは、１年間の行政サービスのコストとその対価を表したもの
です。行政コストを種類別に区分して、どれにどれだけかかりそれに対する収入はどれくらいあるのかを把
握できます。

行政コスト
　 計算書

〔前年度との比較〕
①経常行政コスト 1.4 億円減少　②経常収益 804 万円増加　③純経常行政コスト 1.5 億円減少

　地方公共団体におけるバランスシートとは、これまでの行政活動によって形成された道路、建物や土地な
どの資産とその資産を形成するために要した負債や財源との関係を表したものです。ここでいう資産とは、
行政サービスを提供するために活用できる財産のことです。

バランス
　　シート

資産　　　　　1,158.6 億円
現在、市が保有する資産の総額

【住民の財産】
　１．公共資産　� 1,062 億円

　２．投資等　　� �44.9�億円

　３．流動資産　� �51.5�億円

負債　　　　　　372.0 億円
資産形成のために使われた金額

【将来世代の負担】

１．固定負債　　335.7 億円

２．流動負債　　� 36.2 億円

純資産　　　　786.6 億円
【現世代の負担】

資産形成のためすでに支払った額

道路や学校など
市の施設や市有
地の総額

資産形成のための
地方債や退職手当
などの総額

道路や学校整備な
ど財源として受け
た国や県からの補
助金・市税などの
総額

現金・預金、現金
化しやすい市税な
ど未収金の総額

出資金や積み立て
た基金などの総額

資産増の要因…基金や現金預金の増加
負債減の要因…固定負債である地方債の減少
純資産増の要因…資産が増加し、負債が減少

住民１人当たりのバランスシート（対前年度）バランスシートの比較〔対前年度〕

資産

15.1 億円増

負債　5.5 億円減

純資産　20.6 億円増
資産　225.9 万円

（4.1 万円増）

負債　72.6 万円

（0.6 万円減）

純資産　153.3 万円

（4.7 万円増）
※平成 23年 3月 31日
現在の住民基本台帳人口
51,300 人で算定

①　経常行政コスト　　　�　192.9 億円

行政サービスを提供するためのコスト

②　経常収益　　　　　　　　　　7.2 億円

行政サービスの直接対価としての収入

１．人にかかるコスト　　　� 40.5 億円

２．物にかかるコスト　　　� 62.0 億円

３．移転支出的なコスト　　� 84.7 億円

４．その他のコスト　　　　� � 5.5 億円

１．使用料　　　　　　　　　　　4.4 億円

２．分担金・負担金・寄付金　　　2.7 億円

③　純経常行政コスト（①－②）185.7 億円

※資産変動計算書の純経常行政コストと一致

※移転支出的なコストとは、扶助費、他団体への補助費、他会計への繰出金などです。
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　資金収支計算書とは、1年間の自治
体における収入と支出を性質別に分類
して、支出と財源の関係など資金の流
れをみたものです。

　純資産変動計算書とは、バランスシー
トの純資産変動計算書の部が 1年間で
どう変動したのかをみたものです。

〔前年度比較〕
○経常的収支　　　　　4.3 億円増加
○公共資産整備収支　　2.5 億円減少
○投資・財務的収支　　5.0 億円増加
○収支全体　　　　　　1.7 億円増加�
○今年度のプライマリーバランスは 23.5 億円で、前年度より 2.7 億円増加
※プライマリーバランスとは、地方債の新たな借入と返済を除いた収支のバランスを表します。

〔前年度比較〕
○純経常行政コスト　1.5 億円増加
○経常収入　　　　　2.0 億円増加
○臨時損益　　　　　1.5 億円減少
○上記以外　　　　　1.3 億円増加
○純資産残高　　　�20.2 億円増加

資金収支
 計算書

純資産変動
 計算書

財務諸表４表から分かること ( 対前年度 )　
○純資産が負債の 2.1 倍で同比の標準２倍を超えました。
○�資産と比較して負債割合は低いものの、公共資産が多いことから、建物の修繕・建替などで将来に
わたり多額の負担が予想されます。
○流動比率は 142.3%となり、前年度より 22.2%増加しました。

用語説明　
○流動比率・・・１年以内に支払う金額への資産の余裕度（流動資産合計 /流動負債合計）
　　　　　　　　健全な運営には 100%～ 150%以上必要とされます。
○自己資本比率・・・資産に占める純資産の割合　(純資産合計 /資産合計 )

①�経常的収支　　　　　� 67.1 億円

②�公共資産整備収支　�△16.4 億円

③�投資・財務的収支　�△46.7 億円

　当年度の資金増減額　　� 3.9 億円

　前年度末の資金残高　　� 7.2 億円

　今年度末の資金残高　　11.1 億円

※バランスシートの歳計現金と一致

①�前年度の純資産残高　　　766.3 億円

②�純経常行政コスト　　　△185.7 億円

③�経常収入　　　　　　　　208.1 億円

④�臨時損益　　　　　　　� �△1.7 億円

⑤�上記以外　　　　　　　� �△0.3 億円

⑥�今年度の純資産残高　　　786.6 億円

※⑥＝バランスシートの純資産合計と一致

投資・財務活動の資
金の支出と収入

道路や学校などの整
備にかかる収支

１年間の資金の変動
額

行政サービスにか
かった費用

地方交付税や地方
税など

災害などで臨時に
お金が必要だった

行政サービスにか
かる収支

※端数処理の関係で合計と一致しないものがあります。
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市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
到
来
の

中
、
地
域
の
責
任
あ
る
経
営
主
体
と

し
て
、
平
成
１8
年
３
月
に
「
日
置
市

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
。
そ
の
大

綱
に
基
づ
い
て
、
平
成
１8
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
具
体
的
な

取
り
組
み
方
法
と
な
る
、
55
項
目
の

行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

を
定
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
５
年
間
の
取
組
実
績

に
つ
い
て
、「
市
行
政
改
革
推
進
委

　市では「日置市行政改革大綱」に基づいて、平成 18 年度から

さまざまな行政改革に取り組んできました。

　平成22年度までの５年間の目標効果額をおおむね50億円と定め

55項目の行動計画（アクションプラン）に沿って進めてきた行政改

革。５年間の取り組み実績に対する評価や効果額をお知らせします。

◆・・・アクションプランをもとに実施した主な内容・・・◆

ふれあいあふれる
健やかな都市
づくりを目指して

１　行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を可能とする組織
・事務組織機構の見直し　　　　　　　18年度の50課を22年度までに36課に削減しました。
・総合案内員の設置　　　　　　　　　市役所を利用するお客さまのサービス向上を図りました。
・パブリックコメント制度の導入　　　�政策等の策定に当たり、案を公表。市民の声を広く聴きました（教

育振興基本計画など）。
・市民アンケートの実施　　　　　　　�市民の皆さんのまちづくりに対する意見などを行政運営の参考にし

ました。
・補助金の見直し　　　　　　　　　　�補助金対象事業の実績や効果を検証し、補助金見直し方針に基づき

削減を実施しました。
２　定員管理および給与の適正化
・職員数の削減　　　　　　　　　　　�17年度と比較して22年度までに108人（合併前不補充分18人含む）

の職員を削減しました。
・特別職等給与の削減　　　　　　　　�特殊勤務手当ての見直しや特別職等の給与を削減しました（22年度：

市長△15％　副市長△10％　教育長△８％　議員△３％　管理職
手当△10％　職員△２～１％）。

３　自主性・自立性の高い財政運営の確保
・有料広告やネーミングライツの導入　�市ホームページにバナー広告の掲載。ネーミングライツ（施設命名

権）�などを導入しました。
・未利用土地の売却　　　　　　　　　未利用土地を46件売却しました。
４　地方公共団体における行政の担うべき役割の重点化
・指定管理者制度の導入　　　　　　　�施設の設置目的を効果的に達成するため、現時点で31施設におい

て民間事業者等が管理運営を実施しています。
・地区公民館制度の立ち上げ　　　　　�地域協働を推進するため、全26地区に地区公民館を設置しました。
・地域づくりを推進　　　　　　　　　�地区振興計画に基づき、協働による地区の課題解決に向け、事業に

取り組みました。
５　人材育成の推進
・職員研修の実施　　　　　　　　　　�職員研修計画を策定し、研修の資質向上に努めました（チャレンジ

研修に平成19～ 22年度までに延べ473人が参加）。
６　電子自治体の推進
・地域情報化の推進　　　　　　　　　�地域情報化基本計画を策定し、公共施設を光ケーブルで結ぶ地域イ

ントラネット基盤施設整備事業、ブロードバンド未普及地域の解
消促進事業や携帯電話等エリア整備事業に取り組みました。また、
20地区公民館と４郵便局で住民票等の発行が可能になりました。

７　議会
・議員定数の削減　　　　　　　　　　�平成21年５月に市議会議員選挙が実施され、議員定数が30人から

22人に削減。これに伴い、委員会も３委員会となりました。

年間の集大成をお知らせします！
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地
元
企
業
や
公
共
的
団
体
の
代
表

者
、
公
募
で
選
ば
れ
た
方
な
ど
１4
人

で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
。
会
長
の
萩

野
誠
鹿
児
島
大
学
教
授
を
中
心
に
、

行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
重
要
項

目
の
調
査
、
審
議
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
八
月
二
十
四
日
と
十

月
十
四
日
に
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成18年度から取り組んだ５
行政
改革

効果実績額　４８億８千４百万円！

方
策
別
の
評
価
項
目
数

「市行政改革推進委員会」って何？

10 月 14日の会議の様子

評価度 目標を 
達成【ＡＡ】

概ね目標を
達成【Ａ】

一部目標を
達成【Ｂ】

目標 
未達成【Ｃ】

未着手 
【Ｄ】 計

基本的な柱

１　行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を 
　　可能とする組織 10 3 1 14

２　定員管理および給与の適正化 6 1 7
３　自主性・自立性の高い財産運営の確保 8 7 1 1 17

４　地方公共団体における行政の担うべき 
　　役割の重点化 7 2 1 10

５　人材育成の推進 1 2 3
６　電子自治体の推進 2 2
７　議会 2 2

合　　　計 34 16 3 2 55
※55 項目のアクションプランの取り組み実績などの詳細は、市ホームページをご覧ください。

基
本
的
な
柱
ご
と
に
評
価
度
を
見

ま
し
た

アクションプラン項目別に、5年間の目標額と効果
実績額を比較しました。 （単位：千円）

アクションプラン項目
5 年間の目標額・ 効果実績額

目標額 効果実績額

使用料・手数料の見直し 3,000 3,370 

市税等公金徴収率の数値目標設定 42,645 526,769 

未利用土地等の活用・処分 ※① 305,288 

合　計 45,645 835,427 
※①③④⑤：プラン作成時に目標額が定められていません。
※②： 緊急雇用創出事業などに取り組んだため、マイナスとなり

ました。
※⑥：審議会の数が増加したため、マイナスとなりました。

アクションプランに基づく効果実績額

歳入の比較表

（単位：千円）

アクションプラン項目
5 年間の目標額・ 効果実績額

目標額 効果実績額
事務事業の整理統合 1,307,795 64,475 
補助金の整理統合 100,000 114,447 
定員適正化計画の策定・公表 579,896 833,720 
臨時職員・嘱託職員等の適正配置 37,551 ※②△ 12,495
特殊勤務手当ての見直し 5,269 3,767 
特別職等の給料等の検討 ※③ 33,438 
消耗品等の削減 263,000 112,639 
委員会・審議会等の整理統合 565 ※⑥△ 2,079
選挙投票区の見直し ※④ 2,030 
事業の厳選と優先順位の設定 2,597,000 2,839,509 
指定管理者制度の導入 25,256 34,092 
議員定数等の検証 ※⑤ 25,158 

合　計 4,916,332 4,048,701 

歳出の比較表

員
会
」
に
お
い
て
、
各
項
目
の
達
成

度
を
評
価
、
検
証
し
ま
し
た
（
結
果

に
つ
い
て
は
下
の
表
を
参
照
）。

　
ま
た
、
平
成
１7
年
度
当
初
予
算
額

と
比
較
し
、
お
お
む
ね
50
億
円
と
目

標
を
定
め
た
効
果
額
は
、
５
年
間

の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

48
億
８
千
４
百
万
円
の
効
果
実
績
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
実
績
と
評
価
を
踏
ま
え
、
今

後
の
第
二
次
行
政
改
革
（
平
成
2３
～

27
年
度
）
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

行
政
改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。



2011.12 10

今年も強かった！湯田地区３連覇！� 11/13第６回東市来地域駅伝東市来総合運動公園および遠見番山麓周回コース

目まぐるしい攻防！妙円寺Ａが制し優勝！� 11/13第 57 回伊集院地域駅伝伊集院総合運動公園周回コース

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区
順位 地区名 所要時間

１,０２０ｍ １,０２０ｍ １,5００ｍ ２,6００ｍ 7３０ｍ 89０ｍ 57０ｍ １,０２０ｍ １,5００ｍ ２,6００ｍ 7３０ｍ 89０ｍ １,０２０ｍ 57０ｍ

鶴 丸 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 湯 田 0:56:58

皆 田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 2 鶴 丸 0:58:27

湯 田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 3 皆 田 1:03:28

伊 作 田 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 4 伊 作 田 1:03:31

美 山 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 5 上 市 来 1:04:33

上 市 来 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 6 美 山 1:05:03

区 間 賞

松
野
下
大
智 

（
鶴
丸
）

内
野
晴
美 

（
鶴
丸
）

松
野
下
高
弘 

（
鶴
丸
）

今
田
尚
輝 

（
湯
田
）

富
奥
慎
二 

（
湯
田
）

東
福
龍
太
郎 

（
鶴
丸
）

大
庭
美
優 

（
湯
田
）

久
保
那
奈 

（
湯
田
）

今
田
聖
奈 

（
鶴
丸
）

有
馬
拓
美 

（
皆
田
）

宮
永
梢
汰 

（
鶴
丸
）

下
池
正 

（
湯
田
）

満
園
奈
津
美 

（
湯
田
）

中
村
治 

（
美
山
）

※赤字は区間新記録
　青字は区間タイ記録
　敢闘賞：皆田地区
※区間賞は記録で選出

３分３５秒 ３分５６秒 ５分２０秒 ７分５３秒 ２分１０秒 ３分１２秒 １分５８秒 ３分３７秒 ５分１７秒 ７分１６秒 ２分３７秒 ３分２９秒 ３分１５秒 １分４７秒

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区
順位 地区名 所要時間

距離 ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ １,０００ｍ ２,４6０ｍ ２,４6０ｍ
徳重東西Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 妙円寺Ａ 1:12:56
妙円寺Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 2 徳重東西Ａ 1:14:14
麓 東 西 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 3 妙円寺Ｂ 1:20:37
朝日ヶ丘 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 4 飯 牟 礼 1:22:55
妙円寺Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 5 徳重東西Ｂ 1:24:44
飯 牟 礼 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 6 郡 Ａ 1:26:18
郡 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 7 麓 東 西 1:26:22
徳重東西Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 8 朝日ヶ丘 1:27:19

徳重東西Ｃ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 9 徳重東西Ｃ 1:37:31

区 間 賞

有
馬
拓
美 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

池
田
響
子 

（
飯
牟
礼
）

船
倉
彰
二 

（
妙
円
寺
Ａ
）

茶
園
美
紗
子 

（
朝
日
ヶ
丘
）

大
津
峻
仁 

（
妙
円
寺
Ａ
）

中
渡
瀬
裕
樹 

（
妙
円
寺
Ａ
）

藤
脇
貴
大 

（
妙
円
寺
Ａ
）

下
吉
一
幸 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

糸
井
晃
貴 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

川
畑
優
次 

（
徳
重
東
西
Ａ
）

船
倉
拓
未 

（
妙
円
寺
Ａ
）

二
石
航
歩 

（
妙
円
寺
Ａ
）

※赤字は区間新記録
※青字は区間タイ記録

７分８秒 ３分３０秒 ７分２８秒 ３分１７秒 ７分５１秒 ３分３秒 ７分５８秒 ３分１７秒 ８分２５秒 ３分１６秒 ８分００秒 ８分２３秒

すべてを出し切ってタスキリレー

タスキでつなぐ思い

圧倒的強さで３連覇

歓声が送られました

前回欠場から大躍進を見せた皆田地区

見事に１位でゴール
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じわじわと追い上げて吉利Ａが優勝!!� 11/27第 43 回日吉地域駅伝日吉地域一周

終盤に逆転！８年ぶりに吹上Ａが優勝！� 11/13第 49 回吹上地域駅伝北周りコース

スタート １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区 １5区

順位 地区名 所要時間日吉総合�
体育館

今村�
商会前

産業
建設課�
詰所前

旧江口
漁協日吉
支所前

老人福祉�
センター�
入口

日吉�
支所前

天司集落�
踏切跡

池上�
片野坂�
畳前

永吉坊野�
三叉路
手前

扇尾小
前

草見�
公民館前

笠ヶ野�
山之口�
バス停前

上日置�
バス停前

住吉�
五丁田橋

中牟礼�
小正酒店�
十字路

日吉�
総合
体育館

距離 １,5００ｍ 8００ｍ ２,２００ｍ 7００ｍ 8００ｍ １,１００ｍ ２,３００ｍ ３,０００ｍ ３,２００ｍ ２,１００ｍ 8００ｍ １,9００ｍ １,４００ｍ １,8００ｍ １,１００ｍ
住 吉 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 吉 利 Ａ 1:30:13
吉 利 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 2 川 東 1:30:45
川 西 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 3 住 吉 Ａ 1:32:38
住 吉 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 4 川 西 Ａ 1:34:20
吉 利 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 5 吉 利 Ｂ 1:37:18
川 東 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 6 日 新 Ａ 1:39:56
日 新 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 7 川 西 Ｂ 1:41:35
扇 尾 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 8 住 吉 Ｂ 1:43:15
川 西 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 9 扇 尾 1:47:28

区 間 賞

櫨
元
雄
司 

（
住
吉
Ｂ
）

横
山
駿 

（
川
西
Ａ
）

辻
秀
太 

（
住
吉
Ａ
）

木
下
直
騎 

（
川
西
Ａ
）

赤
間
優
里
奈 

（
川
東
）

諏
訪
原
鈴
華 

（
吉
利
Ａ
）

日
高
翔 

（
住
吉
Ａ
）

橋
口
真
二 

（
吉
利
Ａ
）

前
花
翔 

（
吉
利
Ａ
）

野
崎
駿 

（
川
東
）

森
永
彩
香

（
吉
利
Ａ
）

ケ
ー
ラ
ー
・
テ
レ
サ 

（
川
西
Ａ
）

岡
村
浩
希 

（
住
吉
Ａ
）

森
永
裕
希
乃 

（
吉
利
Ａ
）

勝
田
瑞
基 

（
川
東
）

上
野
智
一 

（
吉
利
Ａ
）

※赤字は区間新記録
※３区と４区は第４０ 回から
　区間変更

５分１９秒 ２分５６秒 ７分４６秒 ２分３５秒 ２分４０秒 ３分４７秒 ９分４秒 １０分２９秒 １２分１３秒 ７分５５秒 ２分４２秒 ５分５４秒 ４分３６秒 ５分４４秒 ３分５８秒

スタート １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区

順位 地区名 所要時間谷村
バス停

お滝場�
入口

田代野�
バス停

新常堀橋�
西

山神の郷
入口

太田商店
手前

川久保�
十文字

中草田�
交差点

国分�
電気前

山下房子
宅前

吹上中
正門前

吹上支所
前

距離 １,３００ｍ １,9００ｍ １,5００ｍ ２,１００ｍ １,２００ｍ 9００ｍ １,３００ｍ １,5００ｍ １,5００ｍ 9００ｍ ３,２００ｍ
永 吉 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １ 吹 上 Ａ 0:58:33
吹 上 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ２ 花 田 Ａ 0:58:55
伊 作 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ３ 永 吉 Ａ 1:00:10
伊 作 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ４ 伊 作 Ａ 1:00:44
花 田 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ５ 和 田 Ａ 1:00:53
花 田 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ６ 伊 作 Ｂ 1:05:09
和 田 Ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ７ 永 吉 Ｂ 1:07:16
永 吉 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ８ 伊 作 Ｃ 1:08:25
吹 上 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ９ 和 田 Ｂ 1:08:35
和 田 Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １０ 花 田 Ｂ 1:10:23
花 田 Ｃ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １１ 吹 上 Ｃ 1:12:35
伊 作 Ｃ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １２ 花 田 Ｃ 1:13:38
吹 上 Ｃ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ １３ 吹 上 Ｂ 1:16:00

区 間 賞

掘
之
内
建 

（
永
吉
Ａ
）

山
崎
和
斗

（
伊
作
Ａ
）

山
崎
華
香 

（
伊
作
Ａ
）

能
勢
勇
作 

（
花
田
Ａ
）

樽
野
莉
奈 

（
伊
作
Ａ
）

岡
元
秀
佳 

（
花
田
Ａ
）

久
保
隆
一 

（
吹
上
Ａ
）

竹
ノ
内
賢
次 

（
伊
作
Ａ
）

肥
後
貴
裕 

（
永
吉
Ａ
）

西
園
賢
一
郎 

（
吹
上
Ａ
）

右
田
竜
士 

（
花
田
Ａ
）

Ａクラス優勝　吹上Ａ
Ｂクラス優勝　永吉Ａ
Ｃクラス優勝　永吉Ｂ
※赤字は区間新記録

５分００秒 ６分１４秒 ４分４２秒 ６分０８秒 ３分５６秒 ３分１９秒 ４分１０秒 ４分０２秒 ４分４８秒 ３分１６秒 ９分１５秒

一斉にスタート !!

13 チーム、小学生が一斉にスタート！

坂道も頑張りました

後は頼んだぞ…

地区の思いをつなぐ

優勝の吹上Ａがゴール
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自
治
会
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人

が
、
民
主
的
な
方
法
で
地
域
を
快
適

で
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、
結
成
さ

れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。
そ
の
活
動

は
一
般
的
に
二
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

①
親
睦
と
連
帯
の
活
動

例
）　�

敬
老
会
、
運
動
会
、
伝
統
行

事
、
慶
事
や
弔
事
へ
の
協
力
、

福
祉
活
動
等

②
課
題
の
発
見
と
解
決

例
）　�

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、

防
火
、
防
犯
、
防
災
、
住
環

境
の
整
備
、
公
民
館
施
設
管

理
等

　
②
に
お
い
て
は
、
解
決
策
を
探
る

過
程
で
、
地
区
公
民
館
や
市
と
の
か

か
わ
り
（
協
働
）
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

　
自
治
会
長
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な

組
織
を
代
表
し
、
活
動
の
中
核
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
日
置
市
内
の
自
治
会
を
世
帯
規
模

で
比
較
す
る
と
、
100
世
帯
以
下
の
自

治
会
が
全
体
の
６
割
を
占
め
ま
す

（
図
１
）。
反
面
、
200
世
帯
を
超
え
る

自
治
会
も
約
２
割
。
世
帯
数
の
少
な

い
自
治
会
は
周
辺
部
に
、
多
い
自
治

会
は
中
心
部
に
多
い
傾
向
に
な
り
ま

す
。

　
小
規
模
の
自
治
会
は
、
意
見
の
集

約
も
早
く
、
機
動
力
も
高
く
な
り
ま

す
が
、
少
な
い
人
材
と
財
源
の
効
率

的
な
配
分
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
世
帯
数
の
多
い
自
治
会
で
は
、
若

年
層
が
多
く
、
活
動
は
活
気
に
あ
ふ

れ
ま
す
が
、人
任
せ
に
な
り
が
ち
で
、

未
加
入
者
対
策
に
も
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
自
治
会
長
さ
ん
の
経
歴
年

数
別
に
示
し
た
の
が
、
図
２
で
す
。

各
自
治
会
の
規
約
で
は
、
そ
の
任
期

が
１
～
２
年
と
い
う
規
定
が
ほ
と
ん

ど
で
、
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
～
４
年
務
め
て
い
る
割
合

は
約
３
割
と
あ
ま
り
差
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
、
２
期
目
の
任
期

中
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
後
継
者
が
課
題
と
な

り
ま
す
。

　
人
材
の
多
い
中
心
部
で
は
、
１
年

交
代
制
で
自
治
会
長
と
な
る
自
治
会

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
過
疎
地
域

で
は
想
像
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

事
務
や
事
業
の
引
き
継
ぎ
が
円
滑
に

行
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
自
治
会

活
動
の
継
続
性
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
自
治
会
長
さ
ん
の
年
齢
を
み
る
と

（
図
３
）、６0
歳
代
後
半
が
最
も
多
く
、

全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
ま
す
。
地

域
の
多
様
な
情
報
に
明
る
い
年
齢
層

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
現

役
世
代
も
２
割
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
地

域
活
動
の
担
い
手
は
減
少
し
、
会
費

等
の
自
主
財
源
も
目
減
り
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
会
費
を
値
上
げ
す
る
か
、
役
員

手
当
を
減
ら
す
か
」「
特
産
品
を
つ

く
っ
て
自
主
財
源
の
確
保
を
」な
ど
、

自
治
会
長
さ
ん
は
尽
き
な
い
悩
み
の

中
で
も
、
前
向
き
に
地
域
の
将
来
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
は
、
地
縁
に
よ
る
自
治
の

組
織
。
会
員
の
積
極
的
な
か
か
わ
り

が
、自
治
会
を
動
か
す
原
動
力
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
参
加
が
、
よ
り
住
み

や
す
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
自
治
会
と
市
の
パ
イ
プ

役
と
な
る
自
治
会
担
当
職
員
を
配
置

し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

自 治 会 に お け る
自治と協働の実態

　

日
置
市
に
は
現
在
、
面
積
も
、
立
地
も
、
人
口
構
成
も
異
な
る

178
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

　

隣
の
自
治
会
と
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
続
き
の
範
囲
に
住
む
方
々
が
、
お
互
い
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
と
、
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
自
治
会
運
営
の
中
心
と
な
っ
て
、
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
る
自
治
会
長
さ
ん
の
現
状
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

悩
み
尽
き
な
い
自
治
会
長
さ
ん

㉘㉘

地
域
の
将
来
を
前
向
き
に

1年
22%

2年
20%

3年
14%

4年
13%

5年
12%

6年以上
19%

自治会長の
経歴年数

自治会長の
年　齢

60歳以下
17%

76歳以上
9%

61～ 65歳
25%

66～ 70歳
34%

71～ 75歳
15%

（単位：自治会）

図１

図２

図３
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

67

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

はじめてますか？認知症予防
あそびりて～しょんクラブ（認知症予防教室）

こんなに筋肉が衰えてい

るとは思わなかったよ、

参加して良かった。

　日置市では認知症や寝たきりにならないためのきっかけづくりとして、10月～ 2月までの
５ヶ月間、高齢者クラブや一般の高齢者に呼び掛け、各地域で認知症予防教室を実施していま
す。認知予防に効果があるといわれる、筋力アップ体操、レクリエーション・音楽などを取り
入れた楽しく学べる教室です！

★家の中でも、できる運動を

　今日から始めませんか？

～参加者の感想～

・誰のために、何のためにやるのか！自分で活動しないといかんねぇ～

・認知症の種類にはどんなものがあるのか、日常生活の中で予防できる事がわかった。

・読み、書く、聴く、思い出す事、ときめく事、何か興味を持つ事が大事。

・いつも使わない筋肉を動かせた気がしました。

・手足を使った運動の時、頭で思ったように体が動かせず思わず笑いました。

・月１回では忘れてしまうので、習ったことを忘れないよう継続せんならぁ！

運動前は、寒かったけれ

ど、だんだんと手足や

全身が温まりました。

あらぁ～わかっているのに右と左を間違え

てしまいました。うまくできないなぁ！

教室の様子

考えながら、楽しく脳
の活性化をしています。

タオルなどを使って
運動の前に使わない筋肉を伸
ばすようにしましょう。

筋力アップ体操

ストレッチ体操

じゃんけんゲーム

介護なんてまだ先の事！自分には関係ない！と思っていませんか？
寝たきりや、認知症にならないよう、予防は早いにこしたことはありません。
介護予防は将来自分の在りたい姿を実現するために必要な第１歩です。
この教室の参加募集は終了していますが、地域で開催される健康づくり教室な
どに積極的に参加しましょう。
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日
置
市
美
味
い
も
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
２０１１
（
通
称
美う

味め

チ
ャ
ン

２０１１
）
が
、
十
一
月
十
三
日
に
市
役
所

北
側
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
集
院
町
飲
食
業
振
興
会
主
催
で

初
め
て
行
わ
れ
た
こ
の
企
画
。
市
内

で
生
産
ま
た
は
加
工
さ
れ
る
地
元
の

食
材
や
素
材
の
魅
力
を
生
か
し
た
ご

当
地
グ
ル
メ
の
創
造
と
、
市
内
外
に

市
の
美
味
い
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

今
後
市
に
お
い
て
「
食
」
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

　
市
内
の
飲
食
店
業
者
十
店
舗
が
出

展
。
各
店
舗
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て

作
っ
た
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
作
品
が
並
び
、
食
べ
比
べ

を
行
っ
た
来
場
者
の
投
票
で
、
栄
え

あ
る
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
同
点
優

勝
で
二
店
舗
決
ま
り
ま
し
た
（
左
参

照
）。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
、
来
場
者

は
美
味
い
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
秋
の

一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

秋 の お 祭 り 三 昧（後編）
伊集院

日
置
市
美う

味ま

い
も
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２０１１

初代チャンピオン !!

初代チャンピオン !!

さつま地鶏の旨みを最大限に活かした丼

地 鶏 そ ぼ ろ 丼
お食事処むかえ（伊集院）

秋太郎ユッケ丼に次ぐ新作ご当地丼

秋 太 郎 ピ リ 辛 丼
江口蓬莱館（東市来）

　優勝者として発表があった時に
は本当にうれしかったです。
　だしも地鶏を使い、地鶏の旨み
を最大限生かすことができるよう
に徹底的にこだわり、地鶏を中心
に工夫したことが良かったのでは
ないかと思います。
　市民の方が選んでくださった作
品なので、今後も大事に育ててい
きたいと思います。また主催者の
一人として、これからも市の食を
盛り上げていくことができたらと
思います。
　お店で改良してさらにおいしく
なった「地鶏そぼろ丼」を出して
おりますので、ぜひお越しくださ
い。

　東市来地域の出展が一店舗だけ
だったので、参加するからには東
市来を代表する気持ちで頑張りた
いと思っていました。終わった時
には多くの方に食べていただけて
良かった気持ちでいっぱいでした
が、優勝もいただくことができ、
非常にうれしかったです。
　蓬莱館のロゴマークにも使わ
れ、近海で捕れる秋太郎を利用し
た魚食だったことや、その場で調
理した手作り感も良かったのかな
と思います。
　これからも地産地消を中心に、
魚食産業を広め、地域に貢献する
ことができるよう頑張っていきた
いです。

フリーマーケットも大好評

長蛇の列ができました

チャンピオンを決める投票

会場を沸かせたダンスパフォーマンス

食  編

濵田　晃　調理長

榎園　智昭　さん
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十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）
か
ら

十
一
月
六
日（
日
）ま
で
の
四
日
間
、

第
二
十
六
回
美
山
窯
元
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
初
日
は
、
朝
か
ら
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
、
午
前
中
か
ら
駐
車
場

は
満
車
。
前
回
大
好
評
だ
っ
た
焼
き

た
て
パ
ン「
美
山
登
り
窯
パ
ン
工
房
」

や
小
正
酒
造
と
美
山
窯
元
の
合
同
企

画
の
限
定
焼
酎
お
よ
び
オ
リ
ジ
ナ
ル

焼
酎
グ
ラ
ス
、
お
祭
り
特
価
で
販
売

さ
れ
た
窯
元
・
工
房
の
作
品
な
ど
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
隔
年
に
来

日
す
る
南ナ

原モ
ン

市
立
国
楽
団
が
、
鮮

や
か
な
衣
装
で
韓
国
伝
統
芸
能
を
披

露
。
ほ
か
に
も
薩
摩
焼
と
工
芸
品
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
地

元
小
中
学
校
の
演
奏
、
紙
芝
居
、
ダ

ン
ス
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
十
回
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

が
十
一
月
二
十
七
日
、
高
山
地
区
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
で
の
伝
統
芸
能
や
地

元
農
産
物
の
販
売
、
マ
ス
釣
り
大
会

に
手
芸
体
験
と
い
っ
た
充
実
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
各
地
域
で
準
備
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、

高
山
全
体
が
多
く
の
笑
顔
と
笑
い
声

に
包
ま
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
日
、
し
ん
こ
団
子
発

祥
の
地
と
い
わ
れ
る
「
深
固
院
跡
」

が
あ
る
扇
尾
地
区
深
固
院
ふ
れ
あ
い

広
場
で
、
深
固
院
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
郷
土
芸
能
で
あ
る「
虚
無
僧
踊
り
」

や
「
扇
尾
子
供
太
鼓
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
や
、
同
地
区
で
生
産
さ
れ

た
米
や
、
新
鮮
な
野
菜
が
当
た
る
抽

選
会
も
あ
り
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

秋 の お 祭 り 三 昧（後編）

美
山
窯
元
祭
り
高
山
祭
り

深
固
院
祭
り

にぎわった体験コーナー

腕前はすでに職人クラス !?

好評だったチャリティーオークション

焼きあがりのパンの香りが広がります

元気よく扇尾子供太鼓 しんこ団子販売 めだかの無償提供に大喜び 郷戸のマス釣り大会

東市来

東市来日 吉

イベント編
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増
設
で
地
域
貢
献
を

気
軽
に
ご
相
談
を

悲
願
達
成
を
目
指
し
て

企
業
立
地
協
定
調
印
式

日
置
市
障
害
者
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式

城
西
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
優
勝
報
告

　
十
一
月
十
四
日
、
シ
チ
ズ
ン
時
計

鹿
児
島
株
式
会
社
第
四
工
場
の
立
地

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
社
は
、
平
成
三
年
十
二
月
に

東
市
来
の
皆
田
工
業
団
地
で
操
業
を

開
始
。
腕
時
計
の
心
臓
部
で
あ
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
駆
動
装
置
）
用
精

密
部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
増
設
は
、
部
品
の
受
注
増

に
対
処
す
る
た
め
決
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
就
業
の
場

の
創
出
、
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
地

域
経
済
発
展
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
置
市
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知

的
障
害
者
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式

が
、
十
月
二
十
四
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
障
害
者
相
談
員
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
や
、
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
相

談
（
生
活
・
年
金
・
医
療
・
障
害
者

手
帳
）
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
十
二
年
か
ら

県
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
（
市

内
五
事
業
所
）
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
障
が
い
者
の
相
談
支

援
体
制
が
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

市
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
生
活
上
の
こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
障
害
者
相
談
員
ま
た
は
障

害
者
等
相
談
支
援
事
業
所
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
第
九
十
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
鹿
児
島
県
大
会
で
優
勝
し
た
城

西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
十
一
月

十
七
日
、
市
役
所
で
優
勝
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
九
十
回
の
節
目
で
新
し
く
な
っ
た

優
勝
旗
を
持
っ
た
松
尾
純
也
主
将
は

「
三
年
前
に
で
き
な
か
っ
た
優
勝
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
強
い
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

は
、
十
二
月
三
十
日
に
開
幕
し
、
翌

日
か
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

左から宮路高光市長、陶山修県商工労働水産部次長、
堀内三壽夫代表取締役社長

県ペストコントロール協会永田公宏会長 (右 ) 市測量設計協会永井純一郎会長 (右 )

市長と相談員の方々

優勝の固い決意を話してくれました

災
害
時
の
体
制
を
強
化

災
害
時
の
応
援
協
定
調
印
式

　
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
被
害
状

況
調
査
と
防
疫
活
動
の
応
援
に
関
す

る
協
定
」
の
調
印
式
が
、
十
一
月
一

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
地
震
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
、
被
害
状
況
の
把

握
、
必
要
な
機
材
の
提
供
と
応
援
に

よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
状
況
調
査
を
日
置
市
測
量
設

計
協
会
、
防
疫
活
動
の
応
援
を
鹿
児

島
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
と

締
結
し
ま
し
た
。

身体障害者相談員
地域 氏名 連絡先

伊集院
佐藤　彰矩 273-0111
松尾　利博 273-3533
田中　　明 272-5511

東市来 浅井　良一 274-0310
國分　　隆 274-2478

日吉 小牟田石心 292-2181

吹上 梅木　髙夫 299-3176
下園　　忠 296-4432
知的障害者相談員

花木　千鶴 272-5806
加藤ムツ子 292-4089

障害者等相談支援事業所
事業所名 連絡先

伊集院地域相談支援事業所�
（伊集院町郡 2075：太陽の里内）

電　話�273-3211�
ＦＡＸ�273-2625

東市来相談支援事業所�
（東市来町湯田 7107-8：ふるさと学園内）

電　話�274-2061�
ＦＡＸ�274-2090

日吉地域相談支援事業所�
（日吉町日置 197：うめの里内）

電　話�246-8177�
ＦＡＸ�246-8171

吹上地域相談支援事業所�
（吹上町湯之浦 2758：吹上学園内）

電　話�296-2308�
ＦＡＸ�296-5303

精神障害者相談支援事業所�
（伊集院町郡 2-33：向陽ホーム内）

電　話�273-3767�
ＦＡＸ�273-3767
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秋
の
図
書
館
に
響
く
ゴ
ス
ペ
ル

お
米
に
想
い
を
の
せ
て

親
育
て
、
命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う

社
会
福
祉
に
つ
い
て
学
ぼ
う

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

吹
上
地
域
更
生
保
護
女
性
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
研
修

第
七
回
日
置
市
社
会
福
祉
大
会

　

読
書
週
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
民
の
方
に
図
書
館
の
新
し
い
魅
力

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
十
一
月
五
日
、

中
央
図
書
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　
歌
っ
た
の
は
、
伊
集
院
キ
リ
ス
ト

教
会
所
属
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ス
ペ
ル

ソ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
シ
ャ
イ
ン
」。

書
物
に
囲
ま
れ
た
中
で
美
し
い
歌
声

が
響
き
ま
し
た
。

　
静
か
な
秋
の
一
夜
。
来
館
者
は
図

書
館
の
空
間
と
歌
声
が
見
事
に
溶
け

合
い
、
来
館
者
は
図
書
館
を
身
近
に

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
十
一
月
六
日
、
被
災
し
た
福
島
県

い
わ
き
市
に
義
援
米
を
送
る
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
式
に
参
加
し
た
の
は
、
下
方

限
子
ど
も
会
（
伊
集
院
）。
子
ど
も

会
で
は
被
災
地
に
送
る
た
め
の
米
作

り
に
取
り
組
み
、
米
の
植
え
つ
け
か

ら
収
穫
ま
で
行
い
、
お
米
を
し
っ
か

り
と
運
転
手
に
渡
し
ま
し
た
。

　
今
回
送
ら
れ
た
お
米
は
、
子
ど
も

会
の
新
米
と
市
民
か
ら
提
供
さ
れ
た

新
米
あ
わ
せ
て
約
四
㌧
。
い
わ
き
市

内
の
保
育
所
を
中
心
に
、
給
食
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
十
月
三
十
一
日
、
吹
上
地
域
更
生

保
護
女
性
会
と
、
吹
上
地
域
内
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
、「
親
育
て
」
命
の
バ
ト
ン

を
つ
な
ぎ
、
親
の
世
代
交
流
を
図
ろ

う
と
合
同
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
吉
原
進
鹿
児
島
大
学

名
誉
教
授
の
廃
棄
物
再
生
煉
瓦
に
よ

る
橋
再
現
の
講
話
を
聞
い
た
り
、
湧

水
町
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
な
ど
現
地

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
刑
務
所
で
は
、
塀
の
な
い

農
場
で
の
取
り
組
み
を
見
学
し
、
犯

罪
や
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
に
関
す
る
市
民
の
理
解

と
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
、

第
七
回
日
置
市
社
会
福
祉
大
会
が
、

十
一
月
十
六
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
民
生
委
員
な
ど
約
三
百
六
十
人

が
参
加
。
地
域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方

の
表
彰
や
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
の
渕
脇
隆

一
氏
の
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
真
剣

に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

美しい歌声が響きました

被災地までよろしくお願いします支援活動の貴重な講演をきくことができました

分担しながら懸命に清掃しました

地
域
の
た
め
に

�

心
地
よ
い
汗

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

　
小
正
醸
造
㈱
と
㈱
省
力
化
技
研
が

十
一
月
二
十
六
日
、
早
朝
か
ら
合
同

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
地
元
企
業
が
、
地
域
貢
献
の
た
め

に
始
め
た
こ
の
活
動
は
、
合
同
で
行

う
よ
う
に
な
り
今
年
で
四
回
目
。
前

回
と
同
様
、
今
年
も
日
吉
運
動
公
園

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
周
辺
の
清
掃

を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
八
十
人
の
多
く
の
方
が

参
加
。
落
ち
葉
を
集
め
た
り
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
へ
の
石
畳
や
舗
道
の

雑
草
の
除
去
を
し
、
地
域
の
た
め
に

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

両会よりたくさん参加しました

廃棄物再生煉瓦で造られた橋
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つきたてのお餅も大好評

恵
み
の
秋
！
大
収
穫
祭

日
吉
地
域
産
業
祭

　
日
吉
地
域
産
業
祭
が
十
月
三
十
日
、

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
地
元
産
の
新
米
を
使

用
し
た
、
つ
き
た
て
の
餅
や
農
産
物

の
販
売
、
家
庭
用
品
の
バ
ザ
ー
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　
日
吉
窯
業
き
ば
ろ
会
に
よ
る
野
菜

の
品
評
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜
が
並
べ
ら

れ
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
即
売
会
で
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
、
大
好

評
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
行
列
が
で
き
る
な
ど
、
会
場
は
終

日
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
来
場
者

は
、
秋
の
味
覚
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ

い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
「
風
格
あ
る
教
育
」
目
指
し
て

人
権
に
関
す
る
啓
発
資
料
配
布

日
置
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

　
十
月
二
十
三
日
、妙
円
寺
詣
り
フ
ェ

ス
タ
に
合
わ
せ
て
、
市
人
権
擁
護
連

絡
協
議
会
が
、
同
会
場
で
人
権
に
関

す
る
資
料
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権

利
」
と
い
わ
れ
る
人
権
を
、
多
く
の

市
民
に
幅
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
配
布
場
所
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
資
料
を
受
け
取
っ
た
来
場
者
は
、

興
味
深
く
真
剣
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
「
風
格

あ
る
教
育
」
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
、

十
二
月
三
日
、
日
置
市
生
涯
学
習
推

進
大
会
が
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
の

生
涯
学
習
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
、

伊
集
院
地
区
公
民
館
な
ど
が
活
動
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
に
諏
訪
東
京
理
科
大

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
の
篠
原
菊

紀
さ
ん
を
招
き
、
脳
を
鍛
え
る
活
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
演
題
に
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。

多くの人に周知できました 生涯学習関係の表彰も行われました

平成 24 年経済センサス - 活動調査
～「経済の国勢調査」を実施します～

市民のための相談室
～あなたの悩みや不安を話してみませんか～

○平成 24年２月１日現在で実施します。
○�「統計法」に基づいて実施する、報告義務のあ
る基幹統計調査です。

○�この調査は、わが国の全産業分野における事
業所および企業の経済活動の状況を、全国的
および地域別に明らかにすることを目的とし
ています。

○�調査事項は、経営組織や事業所の開設時期、
従業員数や主な事業の内容、売上および費用
の金額、事業別売上金額などです。

詳しくは経済センサス総合ガイドをご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/e-census/guide/index.htm

お問い合わせ先：本庁　企画課広報統計係
　または　各支所　地域振興課自治振興係

人に話すことで心が軽くなることがあります。
一人で悩まないで、まずはお電話ください。
一緒にできることを考えていきましょう。
男女共同参画相談員が対応します。

相談専用電話　273-2160
◇電話相談�月曜日～金曜日�午前 8時 30分～午後 4時 30分
◇面接相談�月曜日～金曜日�午前 8時 30分～午後 4時 30分
（事前にお電話をください）
相談内容についての秘密は固く守り、費用はかかり
ません。相談の内容により、専門機関を紹介します。
≪相談例≫
　◆パートナーの暴力・暴言
　◆子育てのこと、介護のこと
◇お問い合わせ先：
　　　本庁総務企画部地域づくり課（内線 1272）
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学校活動に役立ててください

清水ミチコさんによる弾き語りモノマネ

小原さん、島田さんとオーケストラの共演

先生の指揮に心合わせて
（吹上地域）

みんなでマル・マル・モリ・モリ
（伊集院地域）

全員で声を合わせて
（日吉地域）

表情は真剣そのもの
（東市来地域）

　
十
月
九
日
、
各
地
域
で
小
・
中
学

校
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
集
院
地
域
は
、
講
師
に
霧
島
国

際
音
楽
ホ
ー
ル
芸
術
文
化
専
門
員
の

盛
山
春
樹
先
生
を
招
き
、
伊
集
院

文
化
会
館
。
東
市
来
地
域
は
、
鹿
児

島
女
子
短
期
大
学
教
授
の
寺
薗
玲
子

先
生
を
招
き
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
。
日
吉
地
域
は
、
県
立
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
主
事
の
谷
口
源

太
郎
先
生
を
招
き
、
日
吉
地
域
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
吹
上
地
域
は
、
県

教
育
庁
義
務
教
育
教
育
課
企
画
生
徒

指
導
係
の
小
磯
誠
先
生
を
招
き
、
吹

上
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
各
地
域
と
も
、
生
徒
は
緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
、
発
表
会
が
始
ま
る

と
一
人
一
人
が
一
生
懸
命
に
合
唱
や

演
奏
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
日
の
同
じ
時
間
に
各
地
域
で

行
わ
れ
た
音
楽
発
表
会
。
そ
の
日
、

ま
ち
は
心
の
こ
も
っ
た
音
色
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
九
日
、
伊
作
中
学
校
昭
和

四
十
二
年
卒
業
生
が
、
還
暦
同
窓
会

を
行
っ
た
際
に
「
少
子
化
の
影
響
で

生
徒
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
地
元
中

学
校
の
た
め
に
、
少
し
で
も
力
に
な

れ
ば
」
と
寄
付
金
を
募
り
、
十
万
円

を
吹
上
中
学
校
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
代
表
の
井
之
上
正
人
さ
ん
と
堀
ノ

口
守
さ
ん
が
同
校
を
訪
れ
て
有
島

愛
郎
校
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
生
徒

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
の
話
を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
中
学
生

だ
っ
た
こ
ろ
の
子
ど
も
の
多
か
っ
た
当

時
の
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
校
長
は
「
先
輩
方
の
気
持
ち
に
感

謝
で
す
。
図
書
を
中
心
に
広
く
学
校

活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
「
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、

十
一
月
二
十
五
日
、
宝
く
じ
お
し
ゃ

べ
り
音
楽
館
が
、
伊
集
院
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
司
会
に
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
に
小
原
孝
さ
ん
、
歌
に
島
田
歌

穂
さ
ん
と
豪
華
な
顔
ぶ
れ
に
東
京

ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
管
弦
楽
団
が
加
わ

り
、コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
（
そ

れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
下
参
照
）。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
宝
く
じ
の

助
成
に
よ
り
日
置
市
で
実
現
し
た
も

の
で
、
特
別
料
金
で
聴
く
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

小
原
さ
ん
、
島
田
さ
ん
と
東
京

ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る

歌
や
演
奏
に
、
清
水
さ
ん
の
モ
ノ
マ

ネ
を
ふ
ま
え
た
ト
ー
ク
が
加
わ
り
、

笑
い
の
絶
え
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

り
ま
し
た
。

教育・文化

各
地
で
響
き
あ
う
音
楽

地
元
中
学
校
の
た
め
に

美
し
い
音
楽
で
い
や
し
の
時
間

各
地
域
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会

伊
作
中
学
校
還
暦
同
窓
会
で
寄
付

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

☆
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん

独
特
の
モ
ノ
マ
ネ
と
上
質
な
音
楽
パ
ロ

デ
ィ
で
注
目
さ
れ
、
幅
広
く
活
躍
中
。

☆
小
原
孝
さ
ん

国
立
音
楽
大
学
大
学
院
を
主
席
で
卒
業
。

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
作
詞
作
曲
な

ど
マ
ル
チ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
。

☆
島
田
歌
穂
さ
ん

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
ら
歌
手
活
動
ま
で
活
発

に
展
開
し
て
い
る
実
力
派
女
優
。

☆
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
管
弦
楽
団

久
石
譲
作
品
の
演
奏
も
つ
と
め
る
、
今
最

も
注
目
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
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各地から集められた芸術品 巧みな技で行われた影絵

教育・文化
　
十
一
月
三
日
文
化
の
日
。
伊
集
院

文
化
会
館
で
伊
集
院
地
域
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
集
院
地
域
文
化
協
会
会
長
四

元
明
郎
氏
の
あ
い
さ
つ
で
開
幕
。

二
十
九
団
体
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
コ
ー
ラ
ス
、
三
味

線
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
ロ
ビ
ー
で
は
、

書
道
を
は
じ
め
、
さ
つ
ま
狂
句
や
押

し
花
ア
ー
ト
が
作
品
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
観
客
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
作
品
展
示

と
、
伊
集
院
地
域
の
発
表
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
吉
地
域
文
化
祭
が
、
十
月

二
十
九
日
と
三
十
日
の
二
日
間
、
日

吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
児

の
図
画
作
品
や
各
種
講
座
生

の
菊
花
・
水
墨
画
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
は
足
を
止
め
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
舞

踊
、
大
正
琴
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の

多
彩
な
芸
能
発
表
で
は
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

東
市
来
地
域
文
化
祭
が
東

市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
書
道
、
手
工
芸
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
東
市
来
地
域
文
化
協
会
員

の
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
、
来
場
者

は
興
味
深
そ
う
に
観
覧
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
十
一
月
三
日
（
木
）
の

文
化
の
日
に
は
、
協
会
所
属
の
団
体

に
よ
る
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
今
年

初
披
露
の
社
交
ダ
ン
ス
は
、
音
楽
に

あ
わ
せ
て
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
で
華

麗
に
踊
る
姿
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　
十
月
二
十
九
日
と
三
十
日
の
二
日

間
、
吹
上
中
央
公
民
館
で
吹
上
地
域

文
化
祭
が
、
吹
上
地
域
文
化
協
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
隣
接
の
体
育
館
で
は
、
二
日
間
に

わ
た
っ
て
多
数
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
園
児
の

マ
ー
チ
ン
グ
や
小
中
学
校
の

演
奏
を
は
じ
め
、
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
等
の
各
団
体
が
、
年
間
活
動
の
集

大
成
を
発
表
し
、
吹
上
高
校
書
道
部

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
花
を
添
え
ま

し
た
。

さまざまな展示が行われました

すてきな作品が並びましたあふれんばかりの展示品の数々

ホールに太鼓の音が響きました今回初披露の社交ダンス

優雅な踊りを披露

元気ある和田小学校竹太鼓

華やかな日本舞踊

コーラスも美しい歌声を披露

日
置
市
芸
術
の
祭
典

　
十
一
月
六
日
、
伊
集
院
文
化
会
館

で
、
日
置
市
芸
術
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
各
地
域
の
代
表
二
十
三
団
体

が
出
演
。
大
正
琴
に
舞
踊
、
影
絵
も

披
露
さ
れ
、
観
客
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
し
た
。

　
ま
た
ロ
ビ
ー
に
は
、
市
民
の
方
の

絵
画
や
書
道
な
ど
や
、
公
民
館
講
座

で
作
成
し
た
竹
細
工
や
陶
芸
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

日
置
市
芸
術
祭

文化祭
東市来 日 吉

吹 上 伊集院
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観光・イベント

　
十
一
月
五
日
と
六
日
の
二
日
間
、吹
上
浜
公
園
体
育
館

で
、Ｊ
Ｂ
Ｌ
２
（
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
二
部

機
構
）公
式
戦
の
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
対
黒
田
電
気
の
ホ
ー

ム
二
連
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
伊
集
院
小
と
伊
作
小
の
合
同
チ
ー
ム
対
妙
円

寺
小
の
少
年
団
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
初
め
て
の
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で

挑
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
エ
ス
コ
ー

ト
キ
ッ
ズ
で
登
場
し
試
合
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
試
合
は
ホ
ー
ム
の
歓
声
に
後
押
し
さ
れ
た
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿

児
島
が
接
戦
を
制
し
て
勝
利
。
続
く
六
日
も
勢
い
そ
の
ま

ま
に
連
勝
。
会
場
も
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
七
日
、妙
見
神
社（
吹

上
）の
境
内
で
相
撲
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
伊
作
地
区
中
之
里
地
域
五
自
治
会

が
一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
伝

統
の
相
撲
大
会
は
、同
神
社
の
奉
納

行
事
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

秋
空
の
下
、ま
わ
し
を
締
め
た
子

ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、会

場
の
観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
市
と
文
化
交
流
友
好
協
力
関
係
協

約
を
結
ぶ
韓
国
南ナ

モ
ン原
市
の
国
楽
団
に

よ
る
伝
統
芸
能
公
演
が
、十
一
月
五

日
、美
山
窯
元
ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー

ジ
（
昼
間
）お
よ
び
伊
集
院
文
化
会

館
（
夜
間
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
団

員
が
次
々
に
奏
で
る
音
楽
や
華
麗
に

舞
う
姿
に
、訪
れ
た
多
く
の
観
客
は

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
特
別
企
画
と
し
て

韓
国
の
国
技
「
テ
コ
ン
ド
ー
」の
模

範
演
技
を
大
韓
民
国
国
花
代
表
テ
コ

ン
ド
ー
示
範
団
が
披
露
。次
々
と
繰

り
広
げ
ら
れ
る
蹴
り
の
迫
力
に
会
場

は
大
盛
況
。美
し
く
華
麗
な
伝
統
芸

術
と
、迫
力
あ
る
伝
統
武
芸
が
融
合

し
た
今
回
の
公
演
は
、覚
め
や
ら
ぬ

興
奮
と
余
韻
を
残
し
た
ま
ま
終
了
し

ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
、
大お

お

な

む

ち

汝
牟
遅
神

社（
吹
上
）で
、
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
四
百
五
十
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
県
の
無
形
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
射
手
は
、
高
田
利
文
さ
ん
と
益
満

太
さ
ん
。
見
事
に
的
を
打
ち
抜
く
た

び
に
大
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吹
上
浜
公
園
で
は
剣
道
、

柔
道
、
弓
道
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
関
係
の
成
績
は
、次
の
と
お
り
。

（
一
位
の
み
）

□
剣
道［
団
体
］�小
学
生　
伊
集
院
剣
心

館
Ａ

　
　
　
［
個
人
］小
学
五
年　
上
健
士
郎

　
　
　
　
　
　
小
学
六
年　
大
窪
康
介

□
柔
道［
団
体
］中
学
女
子　
吹
上
中

　
　
　
　
　
　
中
学
男
子　
伊
集
院
中

熱
戦
に
大
歓
声

秋
空
に
熱
い
立
ち
合
い

鳴
り
止
ま
ぬ
拍
手
喝か

っ
さ
い采

Ｊ
Ｂ
Ｌ
２
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
置
吹
上
大
会

妙
見
神
社
相
撲
大
会

韓
国
南
原
市
立
国
楽
団
日
置
市
公
演

大
汝
牟
遅
神
社
の
流
鏑
馬
奉
納
・
流
鏑
馬
行
事
体
育
大
会

大迫力のテコンドー

息の合った動き華麗な舞踊を披露

中学生も真剣勝負！

矢も本物なので危険！

先に走る馬駆け

空気も張りつめます 負けないよ！ 一瞬の勝負 !!

低学年もはっけよい！

地元の子どもたちがエスコートキッズ ミニバスも熱戦

勇
壮
に
駆
け
、
的
を
射
抜
く
！
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直送便
出演者大募集 ！！

今冬の節電のお願い

　あなたの元気あるお子さんを広報紙に出演させ
ませんか？
　お父さんやお母さんからのお子さんへのメッ
セージも一緒に掲載します。お子さんとの記念に
なること間違いなしです。今までで一番素敵な笑
顔のお子さんの自慢の写真をお送りください。
　応募情報は下のとおりです。

　日ごろから、節電にご協力くださり大変ありがと
うございます。
　九州電力では、原子力発電所の停止に伴い、電力供
給のために最大限の努力を行っているところですが、
今冬の電力供給は、きわめて厳しい状況です。皆さ
まには、ご不便とご迷惑をお掛けし誠に申し訳あり
ませんが、引き続き次のとおりの節電にご協力くだ
さるよう、よろしくお願い申し上げます。

■ �12 月１日～３月 30 日の平日については、皆さま
の生活に支障のない範囲で節電をお願いします。

■ �12 月 26 日～２月３日の平日の８時～ 21 時につい
ては、さらに需給状況が厳しくなるため、節電へ
のご協力をお願いします。

　年末年始 (12 月 29 日～１月４日 )を除く
※�控え過ぎによる体調不良に気をつけて無理のない範囲で節電をお
願いします。特に、高齢者、乳幼児、ご病気の方がいるご家庭は
充分にお気をつけてください。衛生面、安全面および防犯面で不
適切なものにならないようご注意ください。

☆対象は市内に在住の６歳以下のお子さんになります。
①お子さんの氏名（読み方）・生年月日・最高の笑顔の写真
②保護者の住所・氏名・連絡先
③お子さんへのメッセージ（120 字以内）
④�広報へのご意見、ご感想などを書いて本庁総
務企画部企画課広報統計係（日置市伊集院町
郡 1-100）までお送りください。たくさんのお子さんの
笑顔お待ちしています。TEL273-2111（内線 1266）

九州電力からのお知らせ

わ ぱん く

　

板
いた

井
い

　昭
あき

夫
お

さん〔78歳〕
東市来町湯田(田之湯自治会)

●東市来こけけボランティア

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
本
の
世
界
に
興
味
を

　
「
紙
芝
居
や
絵
本
に
は
素
晴
ら
し
い
部
分
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、

子
ど
も
に
紙
芝
居
や
絵
本
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
読
み
聞
か
せ
の
後
に
、
絵
本

や
紙
芝
居
っ
て
面
白
い
ん
だ
な
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
こ
ち
ら
の
勝
ち
で
す
」
と
す
て
き
な
笑
顔

で
話
さ
れ
る
の
は
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
板
井
さ
ん
。
東
市
来
こ
け
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
所

属
し
、
市
内
外
で
読
み
聞
か
せ
を
九
年
続
け
て
い
ま
す
。

　「
私
の
声
は
キ
ー
が
少
し
高
い
の
で
、
よ
く
聞
き
取
り
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
弁

で
話
し
た
り
す
る
の
も
大
好
評
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
落
ち
た
」
と
い
う
言
葉
を
「
ひ
っ
ち
ゃ

れ
た
」
と
鹿
児
島
弁
を
使
っ
た
時
に
、『
そ
の
言
葉
違
う
よ
。「
落
ち
た
」
だ
よ
！
』
と
言
わ
れ

た
の
も
面
白
か
っ
た
で
す
ね
」
と
そ
の
時
の
様
子
を
楽
し
そ
う
に
再
現
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
相
手
と
一
緒
に
物
語
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
文
字
を
読
む
だ
け
で
は
駄
目
だ

と
思
い
ま
す
。
絵
本
を
読
む
の
を
聞
い
た
だ
け
で
止
ま
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
自
分
で
も
読
ん
で

み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
は
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
」
と
板
井
さ
ん
。

「
紙
芝
居
や
本
の
世
界
は
、
現
実
で
起
こ
る
こ
と
を
疑
似
体
験

で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
疑
似
体
験
が
子
ど
も
の
よ
り

良
い
成
長
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。」

　
今
後
の
目
標
を
聞
く
と
「
読
み
聞
か
せ
は
自
分
が
で
き
る
限

り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
相
手
を
思
い
や
る
心
や
、
人
と
人
と
の
付
き
合
い
方
を

学
ぶ
こ
と
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
日
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
巧
み

な
声
技
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
本
の
世
界
へ
と
旅
立

つ
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

小学校で読み聞かせする板井さん
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　徳重神社の拝殿正面の右側に、「伏波」と書いた大きな額
が掲げてあります。これは、文化３(1806) 年、島津家 26
代当主斉

なりのぶ

宣が、奉納したものです。
　この額は、縦102cm、横 171cmの大きさで、斉宣が、藩
政の改革を決意したころ、前途の多難を思い、その荒波を伏
して改革を成功させたまえ、と奉納したものとされています。
　斉宣が藩主になったころの薩摩藩は、飢饉や火災によって
多額の負債を抱えていた上に、幕府から木曽川の治水工事を
命じられ、大変な財政難でした。しかも、斉宣の父重

しげひで

豪は、
財政難にかかわらず色々な事業を行い、財政はどうにもなら
ないほど窮していました。
　斉宣は、藩財政の改革を決心し、今までの主だった幹部を
追放し、藩の要所を自派で固めました。しかし、重豪が、自
分が重用した家臣たちや、政策が次々に改変されるのに怒り、
斉宣を 37才で隠居させました。斉宣の藩政改革は挫折しま
した。文化五年のことでした。
　薩摩藩の財政が持ち直したのは、斉宣の息子の 27代斉興
の時、調所笑左衛門広郷によって行われた財政改革によって
でした。

　
わ
た
し
は
将
来
、
保
育
士
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
思
っ
た
の
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
、
わ
た
し
は
子
ど
も
が
大

好
き
だ
か
ら
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
や

幼
い
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご

す
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
ず
っ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
保
育
士
に
な
っ
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ

し
た
い
で
す
。そ
し
て
、い
っ
し
ょ

に
遊
ん
だ
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て

歌
を
う
た
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
手
助
け
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
今
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
勉
強
、
も
う
一
つ
は
ピ
ア

ノ
で
す
。
朝
の
歌
で
も
時
々
伴
奏

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
自
分
を
み
つ
め
、
き
ち

ん
と
し
た
学
校
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

土
橋
中
学
校
　
二
年
　
佐
々
木
　
亜
美 

さ
ん

76

伏
ふ

波
なみ

の額（伊集院地域）

　

伊集院高校

徳重神社

伊集院小

ＪＲ伊集院駅

日置市役所
本庁

保
育
士
に
な
り
た
い

『菊づくり』
川
かわ

路
じ

　巖
いわお

さん（72歳） 伊集院町郡

　かれこれ 12年間菊づくりをしてい
ます。今でも月一回の公民館講座に
通っていて、学級長も務めさせていた
だいています。毎年秋に行われる仙巌
園（磯庭園）の菊花コンクールに出展
していて、今年も参加しました。
　自分で挿して、愛情を込めて育てて
いく。どんな花が咲くのかなと、成長
過程を我が子のように見守っていくことができるのが菊づくり
の魅力だと思います。菊づくりは１年通しての作業ですが、花
を咲かせた時は１年の苦労を忘れるようなうれしさがあります。
　今後も仙巌園のコンクールで良い賞をもらえるようにずっと
続けていきたいと思います。
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，３40人（　� ３）
　男　　　24，04５人（　� ８）
　女　　　2７，2９５人（▲� ５）
世帯数　　22，５９３　（▲１2）
12月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１2，4１4人
伊集院地域　24，6９５人
日吉地域　　� ５，4１７人
吹上地域　　� ８，８１4人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「鮮やかに舞う」
　2年に１度、日置市で行われる韓国南
原市国楽団による伝統芸能公演。次々に
奏でる音楽と華麗な舞いに、観客は酔い
しれました。

No.8０ 平成23年12月号
　　　　　　　　２０11． 1２． 1６発行 ウ

ミ
ガ
メ
は
産
卵
す
る
時
に
自
然
と

涙
を
流
し
ま
す
。
こ
れ
は
取
り
過
ぎ

た
塩
分
を
含
ん
だ
粘
液
を
目
か
ら
出

し
て
い
る
の
が
涙
に
見
え
る
そ
う
で

す
。
人
に
も
同
じ
よ
う
な
機
能
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
然
に
涙
が
溢

れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

そ
の
時
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
も
の

を
感
じ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
▼
小
さ

な
頭
が
出
て
、小
さ
な
手
が
見
え
て
、

そ
し
て
大
き
な
大
き
な
泣
き
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。
抱
か
せ
て
も
ら
っ
た

時
に
は
私
の
目
か
ら
大
粒
の
涙
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
▼
こ
の
子
は
こ
の

町
で
生
ま
れ
て
、
こ
の
町
で
育
っ
て

い
き
ま
す
。私
も
こ
の
町
で
生
ま
れ
、

こ
の
町
で
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
▼

「
も
し
町
に
人
と
同
じ
よ
う
な
意
志

や
気
持
ち
が
あ
る
と
し
て
。。。
町
を

大
好
き
な
人
が
町
に
住
み
、
人
を
好

き
な
町
が
人
を
愛
す
る
。
そ
れ
は
ど

こ
に
で
も
あ
る
当
た
り
前
の
事
の
は

ず
で
す
。
私
た
ち
は
町
を
愛
し
、
町

に
育
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
町
は
大

き
な
家
族
で
す
」。
こ
れ
は
私
の
大

好
き
な
言
葉
で
す
。
ま
だ
ま
だ
ダ
メ

ダ
メ
で
す
が
、
広
報
を
通
じ
て
日
置

市
が
そ
ん
な
町
に
な
れ
る
よ
う
に
恩

返
し
が
少
し
で
も
で
き
た
ら
な
と
。

子
ど
も
と
共
に
成
長
で
き
る
親
で
あ

り
た
い
で
す
。

編
集
た

い
む

市税の納付は、便利で確
実な口座振替を利用しま
しょう！
あなたの預貯金口座のあ
る金融機関へお申し込み
ください。

�

十
一
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

小
田　
実だ

い

輝き　
憲
司　
　
下
神
殿
二
区

音
田　
桧ひ

菜な　
裕
久　
　
駅
前

田
原　
愛あ

い

梨り　
誠　
　
　
銀
天
通

森
内
優ゆ

希き

奈な　
浩　
　
　
妙
円
寺
九
区

伊
賀
上
彩い

ろ

羽は　
健
太
郎　
下
神
殿
一
区

久
保　
神し

ん

斗と　
利
和　
　
郡
下

東　
琥こ

太た

朗ろ
う　
信
二　
　
猪
鹿
倉

吉
永
菜な

な々

美み　
尚
弘　
　
中
川

窪
田　
羽う

希き　
瑠
依　
　
妙
円
寺
三
区

本
坊　
志し

音お
ん　
勝
義　
　
徳
重
東

中
村　
莉り

子こ　
智
孝　
　
平
古

青
木
玲れ

衣い

華か　
健
次　
　
大
田
下

大
山　
愛あ

生み　
真
生　
　
妙
円
寺
三
区

松
永　
透と

う

真ま　
真　
　
　
妙
円
寺
六
区

藤
川　
瑠る

花か　
義
久　
　
平
古

盛
満　
心こ
こ

美み　
学　
　
　
麦
生
田

永
井　
優ゆ

う

愛あ　
恭
平　
　
徳
重
東

井
上　
大た

い

嗣し　
大
輔　
　
向
江
町

山
内　
貴た

か

博ひ
ろ　
智
幸　
　
郡
上

太
利　
礼れ

杏あ　
拓
也　
　
妙
円
寺
一
区

苙　
　
心み

陽は
る　
昌
史　
　
妙
円
寺
九
区

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

瀬
川　
瑠る

月な　
利
紀　
　
杉
之
迫

篠
原　
雪ゆ

き

那な　
道
明　
　
杉
之
迫

中
池　
駿

し
ゅ
ん

太た　
由
美
子　
麓
下

山
口　
秀

し
ゅ
う

真ま　
慎
一
郎　
駅
前

大
中
原
颯そ

う

真ま　
誠　
　
　
駅
前

中
池　
竜た

久く　
十
久
彦　
駅
前

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

川
元　
悠は

る

稔ま　
祐
希　
　
柿
の
谷

大
瀧　
天て

ん

花か　
哲
宏　
　
熊
野

大
久
保
壮そ

う

馬ま　
潤
治　
　
草
原

寺
園　
侑ゆ

う

悟ご　
真
悟　
　
草
原

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

坂
口　
優ゆ

う

来ら　
雅
人　
　
緑
ヶ
丘

上
村　
悠ゆ

う

真ま　
紘
一
郎　
東
本
町

�

十
一
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

和
田
ミ
チ
ヱ　
　
89　
　
下
土
橋

德
永　
勲　
　
　
9３　
　
麦
生
田

前
鶴　

俊　
　
8３　
　
麦
生
田

松
山　
哲
賢　
　
85　
　
立
野

馬
場
園
美
津
子　
72　
　
竹
之
山

都　
幹
雄　
　
78　
　
大
田
上

池
田　
武
憲　
　
89　
　
小
城

川
崎
亀
三
代　
　
100　
　
立
野

久
木
崎　
久　
　
8６　
　
麓
東

前
田　
義
行　
　
80　
　
天
神
馬
場

福
永　
ミ
ヤ　
　
82　
　
下
神
殿
一
区

梅
木
ヒ
ロ
子　
　
84　
　
下
神
殿
二
区

前
村
ハ
ツ
ヱ　
　
84　
　
竹
之
山

上　
　
キ
ミ　
　
94　
　
中
川

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
之
内

子　
　
9１　
　
美
山

上
　
耕
一　
　
６１　
　
赤
崎

有
村
ミ
チ
ノ　
　
89　
　
元
養
母

吉
永　
サ
ク　
　
102　
　
赤
崎

野
崎
ス
ミ
子　
　
8３　
　
田
之
湯

西
瀬
戸
淳
二　
　
75　
　
田
之
湯

山
元　
テ
ル　
　
89　
　
杉
之
迫

峯
元　
重
夫　
　
78　
　
堀
内

迫　
　
爲
夫　
　
92　
　
中
央

福　
義
一　
　
88　
　
梅
木

元
吉　
郁
子　
　
7６　
　
城
之
町

水
流
ス
ミ
子　
　
78　
　
中
伊
作
田

吉
田　
幸
子　
　
82　
　
田
代

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

有
馬　
勇　
　
　
8６　
　
熊
野

岩
井
田
三
郎　
　
79　
　
扇
尾

東
中　
一
雄　
　
６4　
　
八
幡

原
村　
淳
子　
　
7６　
　
草
原

松
元　
昭　
　
　
88　
　
日
置
麓

本
村　
榮
次　
　
9１　
　
熊
野

山
口　
昭
一　
　
80　
　
日
新

井
上　
貞
雄　
　
72　
　
南
区

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

七
呂　
有
藏　
　
89　
　
永
吉
東

坂
口　
ミ
ス　
　
80　
　
浜
田

赤
井
田
ス
ミ
エ　
92　
　
小
永
吉

脇　
　
優　
　
　
82　
　
瀬
谷

坂
口
タ
キ
ヱ　
　
7３　
　
緑
ヶ
丘

上
谷　
弘
志　
　
8６　
　
永
吉
中
央

家
村　
重
雄　
　
7１　
　
小
野
浜


